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〈人口・世帯数〉 

人 	口／63,128人（- 28) 

男 ／29,602人（126) 

女 ／33,526人（一2) 
世帯数／24,487世帯（18) 
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陶
芸
家
o

国
臓
製
塚
 

金
山
に
集
う
 

2
o
oフ
五
所川
原
世
界
薪
窯
大
会

目

津
軽
金
山
焼
 

今
年
も
七
月
一
日
、
五
所
川
原
世

界
薪
窯
大
会
が
開
幕
し
、
会
場
の
津

軽
金
山
焼
は
陶
芸
愛
好
家
や
観
光
客

な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
 

世
界
十
カ
国
か
ら
集
っ
た
陶
芸
家

達
は
、
 「皆
さ
ん
親
切
に
し
て
く
れ

感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
然
が
豊
か
で

美
し
く
、
創
作
意
欲
が
わ
き
ま
す
」
 

と
話
し
、
制
作
の
様
子
を
一
般
に
公開
。
 

来
場
し
た
陶
芸
フ
ァ
ン
と
ふ
れ
あ
っ

て
い
ま
す
。
 

会
期
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
で
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
、
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

「自分たちの住むまちは、自分たち
で守る」という郷土愛護の精神で、 
消防団は地域の生命・財産を守ります。 

市
消
防
団
員
は
 

地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
 

五
所
川
原
市
消
防
団
定
期
観
閲
式
 

市
消
防
団

（川
村
肇
団
長
）
は
六
月
三
十
日
、
つ
が

る
克
雪
ド
ー
ム
で
定
期
観
閲
式
を
行
い
ま
し
た
。
二
十

分
団
八
百
七
十
六
人
の
団
員
は
、
観
閲
者
の
平
山
市
長

か
ら
人
員
服
装
・
機
械
器
具
点
検
を
受
け
、
放
水
演
習

や
ポ
ン
プ
操
法
、
分
列
行
進
を
行
い
訓
練
の
成
果
を披
 
』
一い
 

露
。
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
 

ま
た
、
嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
し

て
市
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
十
六
施
設
か
ら
約
三
百
五
十
人
 ●

難
）一
 

の
用
心
」
 
と元

気
に
呼
び

か
け

ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
発
 
新
商
品
誕
生
 

つ
弓
ね
い
も
驚
酎
『
や
っで
ま
れ
』
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
協
（
白
戸
勝
一
組
合
長）
で
は
、
当

市
の
特
産
の
ツ
ク
ネ
イ
モ
を
使
っ
た
焼
酎

「
や
って
ま
れ
」
 

が
完
成
し
、
六
月
二
十
六
日
に
発
表会
を
行
い
ま
し
た
。
 

平
成
八
年
か
ら
生
産
に
取
り
組
ん
で
き
た
ツ
ク
ネ
イ
モ
は
、
 

栽
培
農
家
数
と
作
付
面
積
が
拡
大
し
、
主
に
関
西
方
面
（
和

菓
子
の
つ
な
ぎ
と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
農
協
で
は

ツ
ク
ネ
イ
モ
を
使
っ
た
新
商
品
を
開
発
し
よ
う
と
宝
酒
造
と

提
携
し
、
原
料
を
宮
崎
県
へ
運
ん
で
数
量
限
定
で
焼
酎
を
製

造
。
発
表
会
場
の
立
侯
武
多
の
館
に
集
ま
っ
た
関
係
者
ら
は

五
所
川
原
市
発
の
新
商
品
に

「香
り
が
高
く
甘
さ
が
あ
る
」
 

「
口あ
た
り
が
良
く
ス
ッ
キ
リ
し
て
い
る
」
と
好
評
で
し
た
。
 

円
で
 

4
4等
 

β
店
 

1
西
】
］
 

み
万
 

y
の

込
「
 

穣
抽
 

砿
中
 

0

、
 

7
2市
 

、
る

度
が
 

2
5つ

度
 

ル
市

一
原

コ
川

ル
所

ア
五
 

締
り

用
心
 
火
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荒関昌繋津長（中央り
秋元和雄副会長（左） 

二
覇
知
事
 
り”
加
ご
 

牛
属
同家
現
地
激
励
丁
 

七
月
四
日
、
三
村
知
事
が
当
市
神

山
の
寺
田
勝
昭
氏
の
り
ん
ご
園
を
訪
れ
、
 

生
産
農
家
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

知
事
は
、
 「
ト
ップ
セ
ー
ル
ス
と

し
て
、
世
界

一
お
い
し
い
青
森
県
の

り
ん
ご
を
、
全
国
に
販
売
す
る
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
産
者
の

皆
さ
ん
も
良
品
質
確
保
の
た
め
摘
果

に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

生
産
者
を
代
表
し
て
寺
田
氏
が
、
 「
品

質
は
も
ち
ろ
ん
、
台
風
が
来
る
前
に

収
穫
で
き
る
な
ど
、
作
業
の
分
散

・

省
力
化
で
き
る
品
種
を
積
極
的
に
取

入
れ
て
い
き
ま
す
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ふ
れ
あ
例
交
流
体
駒
 

市
浦
地
区
と
上
ノ
国
町
 

北
海
道
上
ノ
国
町
の
小
学
5
年
生

四
十
九
人
が
六
月
二
十
八
日
、
市
浦

小
学
校
を
訪
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

旧
市
浦
村
か
ら
続
く
同
町
と
の
小

学
生
交
流
会
は
十
九
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

体
育
館
で
は
市
浦
小
児
童
が

「
出

会
い
の
つ
ど
い
」
を
催
し
て
上
ノ
国

町
の
児
童
を
歓
迎
。
市
浦
地
区
の
歴

史
や
名
産
を
紹
介
し
た
あ
と
、
 一
緒

に
名
刺
づ
く
り
や
交
流
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。
翌
日
、
上
ノ
国
町
の

児
童
は
、
し

、
う
ら
ん
ど
海
遊
館
で

遊
び
、
し
じ
み
加
工
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。
 

九
月
に
は
市
浦
小
児
童
が
上
ノ
国
町

を
訪
問
し
ま
す
。
 

令
目
羽
少
年
剣
道
鋪成
犬
劃

昌
年
遭
約
助
場
掘
旬
 

五
所
川
原
剣
道
協
曹
 

七
月
三
日
、
五
所
川
原
剣
道
協
曾
の

選
手
六
名
が
、
第
四
十
二
回
全
日
本
少

年
剣
道
錬
成
大
会
の
出
場
報
告
の
た
め

に
平
山
市
長
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。
 

同
協
曾
で
は
、
五
月
に
行
わ
れ
た
県

大
会
に
お
い
て
上
位
の
成
績
を
収
め
た

た
め
、
七
月
二
十
五
日
に
日
本武
道
館

で
行
わ
れ
る
同
大
会
に
出場
が
決
っ
た

も
の
で
す
。
 

昨
年
に
続
い
て
連
続
出
場
を
果
し
た

選
手
た
ち
に
、
市
長
は

「
練習
の
成
果

を
発
揮
し
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
。
選
手
た
ち
は
「
優
勝
目指
し
て
が

ん
ぱ
り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
 

レ
シ
ャ
り
シり
魂ン
を
前郵
 

掴
潟
洞
掲
 

金
木
高
等
学
校
市
浦
分
校

市

浦

漁
港
事
務
所
 

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
 

七
月
六
日
と
九
日
、
市
浦
地
区
で
海
浜

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

六
日
は
、
金
木
高
校
市
浦
分
校
の
生

徒
と
教
職
員
二
十
三
名
が
市
浦
漁
港
事

務
所
の
職
員
と
と
も
に
、
小
雨
が
降
る

あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、
津
波
の
塔
周

辺
の
砂
浜
の
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。
 

浜
辺
に
は
、
漂
着
し
た
漁
具
や
ペ
ッ

ト
ポ
ト
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

砂
に
埋
れ
て
い
て
、
お
よ
そ
二
時
間
で

四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
の
ご
み
が

集
り
ま
し
た
。
 

目
か

こ
砂
 

、
ど
ーつ
も
あり
が
と
う
ござ
い
き
し
た
ー
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
嘉
瀬
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
（
鳴
海
等

会
長
）
H
寄
贈
（
雑
巾
二
十
九
枚
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
建
築
組
合
（
長
内
秀

五
郎
会
長
）
H
二
万
八
百
円

（
刃

物
研
ぎ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

〇
木
村
さ
ん

（
田
町
）”
六
万
円
。
 

⑥
金
木
小
学
校
へ
 

〇
金
木
町
国
民
外
交
友
の
会
（
荒
関

昌
毅
会
長
）
H
寄
贈
（
津
軽
三
味

線
二
竿
）
。
荒
関
会
長
は
 「
将
来

を
担
う
子
ど
も
達
に
、
地
元
の
伝

統
文
化
を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
」
 

と
話
し
寄
贈
。
津
軽
三
味
線
ク
ラ

ブ
の
児
童
は
 「
真新
し
い
三
味
線

が
弾
け
る
な
ん
て
う
れ
し
い
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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・人で抱えこんでいませんか？ 
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至
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至
市
内
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相談してみようか谷・・・ 

地域包括支援センターとは？ 	専門職が連携して対応する高齢者相談窓口です 

高齢者が住み慣れた地域で、尊厳あるその人らしい生活を送れるために、支援が必要

な方からお元気な方まで、高齢者の生活全般にわたって介護予防の促進を主目的としな

がら幅広く活動を行っています。 

■総合相談支援 	 ●虐待の早期発見・防止 

	

介護保険サービスに限らず、総合的に高齢者の 	高齢者の方の人権や財産を守るため、権利擁護 

方の相談に応じます。 	 事業の拠点として、成年後見制度の活用促進や、 

虐待に関するご相談をお受けします。 

■地域ケアマネジメント支援 	 ■介護予防ケアマネジメント業務に関すること 

	

包括的・継続的なケアマネジメントが行われる 	「要支援lj 、 「要支援 2」の認定を受けた方や、 

	

よう、地域におけるケアマネジャーさんの後方支 	介護予防事業を利用する方のケアマネジメントを 

● 援や研修会の開催など、サポート体制の連携づく 支援します。 

りに取り組みます。 

例見匿聖健砲鯵 
〇身体の機能に不安がある 

〇近所の一人暮らしの高齢者が心配

〇介護予防ケアプランを作りたい

〇要介護認定の申請をしてみたい

〇悪質な訪問販売の被害にあった

〇財産管理に自信がなくなった

〇虐待にあっている人がいる 

五所川原市地域包括支援センター 
五所川原市幾世森218-6 （五所川原市生き活きセンター内） 
TEL38一3939 FAX34一1018 
Email : houkatsu@goshogawara.net.pref.aomori.jp  

下記の在宅介護支援セン
ターが協力機関として総 
合的td:相談に対応します。 
、 

施 	設 	名（所在地） 担 	当 	地 	区 電 	話 

1 青山荘在宅介護支援センター（金 	山） 
長橋（浅井 野里 福山 豊成を除く） 
松島（太刀打 ー野坪 水野尾を除く） 
松島町 飯詰 

35 一 5225 

2 さ かえ在宅介護支援センタ一（水野尾） 
長橋（浅井 野里 福山） 松島（水野尾） 
栄（七ッ館 広田を除く） 

38 - 3000 

3 白生会在宅介護支援センター（金 	山） 
長橋（太刀打 一野坪） 
五所川原小学校区 新宮 

33 一 3102 

4 あかね在宅介護支援セ ン タ ー（前田野目） 長橋（豊成） 七和 29 - 3532 

5 う めた在宅介護支援センター（梅 	田） 栄（七ッ館 広田） 梅田中泉 28 一 2829 

6 祥光苑在宅介護支援セン ター（沖飯詰） 三好 毘沙門 中川（新宮を除く） 36 - 3300 

7 五所川原市社会福祉協議会在宅介護支援センタ一（鎌谷町） 南小学校区 ーッ谷 34 一 3400 

8 金木在宅介護支援セ ン タ 一（金木町） 金木 54 一 1051 

9 市浦在宅介護支援セ ン タ 一（相 	内） 市浦 62 - 3303 

五所川原市役所 合351 2111 平成 19年 7月 15日 4 



今年の立侮武多を紹介。この他「機動戦士ガンダム」（羽嗣）も準備中 

五所川原高等学校 
立倭武多制作同好会

会長 
三浦成喜 

五所川原農林高等学
立倭武多制作委員会

委員長 

野宮貴志 

制作者 

斉藤忠 
9 

騒
沖

い
「
麓

」
●
mに
か
 

は
mと
』
？
嘱
弔
加か
り
も
い司
“
い
 

ら
碑
い
」
喝止
”
請
弔
比
叫
でき
h「
◆
】
人
や
島
 

1 制作者 

1 鶴谷昭法 ’ 
1 。（弱血像武多書 
1 り昌乏多ゴデ眺 

制作者 

三上敦行 

T
ニ
（
叫」
？
三
4
：
・」
 

「身
柔
皇
」
」
与
寧叫
A●
a．
工
一曾
り
合
で
）
昇
お孟
ニ
ゴ
．
 

《茎
工
島
凸
需
益
に
昔
豊
一
ぞじ
‘
f「
曾
●《
胃諭
二
玉
？
‘
 

堕
．名
替
●
号
え
●隼
曹
を
「
1誉
コ
普

t
〒
奇
《
孟ふ
「でマ
）
・
二
 

制作者 

小山内圭輔 
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屋
外
広
告
物
の
 

一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
 

都
市
計
画
課
 
内
線
3
2
3
 

農
林
水
産
課
 
内
線
3
5
2
 

金木総合支所・市浦総合支所の内線番号が変更になりました 

7月
釘

知
ら
絢
 

市
役
所
（
本
庁
舎
・金
木
庁

舎
・
市浦
庁
舎
）
の
代
表
電

話
番
号
が
8
月
1
日
か
ら
 

m
(3
5)2
1
1
1
に
 

統

一
さ
れま
す
貝
 

総
務
課
 
内
線4
o
2・4
o
5
 

五
所
川
原
市
役
所
で
は
、
8
月
1
日

か
ら
ひ
か
り
電
話
を
導
入
し
ま
す
。
 

市
民
の
皆
様
か
ら
の
電
話
は
、
い
っ

た
ん
市
役
所
本
庁
舎
の
電
話
交
換
手
を

通
し
て
、
金
木
庁
舎
、
市
浦
庁
舎
、
各

課
へ
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
五

所
川
原
市
役
所
（
本庁
舎
・
金
木庁
舎

・

市
浦
庁
舎
）
に
ご
用
の
方
は
、
T
E
L
 

罵

）
2
1
1
1
番
（
お
か
け
く
だ
さ
い
。
 

ひ
か
り
電
話
導
入
に
よ
り
経
費
が
大

幅
に
削
減
さ
れ
、
ま
た
本
庁
舎
、
金
木

庁
舎
、
市
浦
庁
舎
が
内
線
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
庁
舎
間
の
一
体
化
が図
れ
る

た
め
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

へ
 
 

金
木
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
営
業
再
開
の

お
知
ら
せ
 

介
護
福
祉
課
 
内線
2
フ
5
 

金
木
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
 

ボ
イ
ラ
ー
故
障
の
た
め
休
館
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
7
月
2
7日
岡
よ
り
営
業
を

再
開
す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
 

市
民
の
皆
様
に
は
、ご
不
便
を
お
か

け
し
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

年
金
相
談
（
臨時
窓
口
）を

開
設
し
ま
す
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
5
21
3
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
に
よ
る
年
金

記
録
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
2
7日
岡
 
1
0時

5
1
7時
 

五
所
川
原
市
役
所
 
3
階
 
第
5
会
 

議
室
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

・

年
金
手
帳

（
基礎
年
金番
号
通
知
書
）
 

ま
た
は
年
金
証
書
 

・

印
鑑
 

・

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、保
険

証
等
）
 

・

委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）
 

夏
祭
り
前
（
7
月
2
3日

5
3
1日
）
に

市
街
地
を
中
心
に
屋
外
広
告
物
の
一
斉

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
屋
外
広
告

物
を
掲
示
し
て
い
る
方
は
、
許
可
の
状

況
や
広
告
物
の
掲
示
場
所
、
破
損
の
状

態
等
を
今
一
度確
認
し
、
違
反
に
あ
た

る
場
合
は
事
前
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。
 

1
 
禁
止
広
告
物
 

〇
著
し
く
破
損
し
、
ま
た
は
老
朽
化
し
 

た
も
の
 

〇
倒
壊
し
、
若
し
く
は
落
下
し
、
ま
た
 

は
そ
の
お
そ
れ
があ
る
も
の
 

【
違
反
した
場
合
は
措
置
命
令
、
5
0
 

万
円
以
ド
の
罰
金
の
対
mパ
】
 

2
 
禁
止
物
件
（
主
な
も
の
）
 

〇
橋
り
ょ
う
、
ト
ン
ネ
ル
、
分
離
郡
等

〇
街
路
樹
及
び
路
傍
樹
 

〇
信
号
機
、
道
路
標
識
、
道
路
上
の
さ

く
等
 

〇
路
上
変
電
塔
、
送
電
塔
、
送
受
信
塔

及
び
照
明
塔
等
 

【違
反
し
た
場
合
は
措
置
命
令
、
3
0
 

万
円
以
ト
の
討
金
の
対
象
】
 

3
 
禁
止
地
域
（
主
な
も
の
）
j
 

〇
第
一
種
・
第
二
種
低
層
1
1居
雪
川
地
 

域
 

〇
都
市
公
園
の
区
域
 

〇
官
公
署
、
学
校
、
図
書
館
等
公
共
性
 
 

の
高
い
施
設
等
 

【
違
反
した
場
合
は
措
置
命
令
、
3
0
 

万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
】
 

n管
用
除
哲
 

‘
 

(
1）
自
家用
広
告
物
・
店
名
、
会
社
の

名
称
等
を
会
社
・
店
の
敷
地
内
に
表

示
す
る
場
合
は
1
5市
以
下
ま
で
許

可
は
不
要
 

(
2）
そ
の
他の
適
用
除
外

（
主な
も
の
）
 

〇
法
令
に
基
づ
く
も
の
 

〇
国
、
地
方
公
共
団
体
が
公
共
的
目
的

を
も
っ
て
表
示
ま
た
は
設
置
す
る
も

の
 

〇
公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
も
の
 

〇
管
理
用
広
告
物
（
工
事
現
場
等
）
 

〇
冠
婚
葬
祭
・
祭
礼
等
の
ほ
か
会
場
の

敷
地
内
に
設
置す
る
催
し
物
・
災
お

・

講
演
会
等
 

〇
政
治
活
動
広
告
物
等
 

農
家
で
は
稲
の
害
虫
で
あ
る
カ
メ
ム

シ
対
策
と
し
て
、
出
穂
期
が
間
近
の
7
 

月
下
旬
か
ら
草
刈
り
は
行
わ
ず
、
田
ん

ぼ
の
雑
草
を
の
ば
し
て
カ
メ
ム
シ
等
が

水
田
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
愛
犬
と
散
歩
す
る

と
き
は
、
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
歩
か
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

親
子
で
キ
ャ
ン
ブ
に
 

参
加
し
議
せ
ん
か
？
 

教
育
委
員
会
 
生
涯
学
習
課
 

m
(5
3)2
1
1
1
 
内
線
3
3
2
2
 

N
P
O
法
人
子
ど
も
ネ
ッ
トワ
ー
ク
・
 

す
て
っ
ぷ
 

m
(3
4)
21
7
o
 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
テ
ン
ト
を

張
り
、
薪
で
火
を
お
こ
し
て
の
調
理
な

ど
本
格
的
な
キ
ャ
ン
プ
体
験
を
し
ま
す
。
 

●

9
月
1
日
田

5
2
日
回
 

鯵
ケ
沢
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
 

（長
平
青
少
年
旅
行
村
）
 

◇
定
員
 
4
0人
 

◇
参
加
費
 
大
人
2
5
0
0
円
、
子
ど
 

も

（
年
長5
小
学
校
）
2
0
o
o
円
 

◇
申
込
締
切
 
7
月
3
1日
因
 

津
軽
広
域
水
道
企
業
団
津
軽

事
業
部
職
員
を
募
集
し
ま
す
 

総
務
課
 
皿
0
1
フ
2
(5
2)6
o
3
3
 

h
t
tp
ミ

葉
三

・n
e
t'
p
r
e
f

・a
o
m
or
i・
」「
、tu
s
u
i、
 

◇
職
種
 
上
級
化
学
 
1
名
 

◇
受
験
資
格
 
昭
和
5
3年
4
月
2
日
5
 

昭
和
6
1年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、
 

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
を
卒
業
し

た
人
、
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
。
 

◇

一
次
試験
 
9
月
1
6日
⑩
 

津
軽
事
業
部
事務
所
内

（黒
石
市
）
 

◇
申
込
受
付
 
8
月
1
日
困

、
3
0日
困

※
受
験
申
込
等
詳
細
は
、
津
軽
事
業
部

総
務
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

ノ
 

礁響勿 
I 	TEL35-2111 

（従来のまま） 
●金木総合支所 

TEL 53-21 11 
l 

TEL 35-21 11 
●市浦総合支所 

TEL 62-2111 
l 

TEL 35-2111 
、
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ゆ
か
た
ざ
ら
い
（単
衣
の
会
）
 

を
開
催
し
ま
す
 

彩
扇
会
 
皿
（3
5)6
4
3
8
 藤
間
 

発
明
工
夫
展
作
品
募
集
 

2
1世
紀
発
明
研
究
会

・
五
所
川
原

市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
 

m
(3
4)2
0
6
4
 
神
 

五
所
川
原
子
ど
も
ま
つ
り
2
0
〇
7
 

「
か
で
で
」
だ
よ
全
員
集
合
！
 

N
P
O
法
人
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
 

す
て
っ
ぷ
 

皿
（
3
4)2
1
7
0
 

金木総合支所・市浦総合支所の内線番号が変更になりました 

/
 

●

7
月
2
2日
同
 
1
3時

5
 

金
木
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

◇
参
加
費
 
l
o
o円
（
た
だ
し
、
キ

ツ
ド
代
別
4
o
o円
と
 

※
小
・
中
学生
先
着
1
0名
に
A
級
ラ
イ

ト
プ
レ
ー
ン
キ
ッ
ド
無
料
進
呈
。
 

●

8
月
4
日
田

・
5
日
回
 

（
午前
の
部
）
1
1時
5
1
1時
3
0分
 

（
午後
の
部
）
1
3時
3
0分

、
1
4時
 

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
つ
き
、
原
則
強
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
賛
助
金

（
一
口
 

5
o
o円
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ラ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
作
り
 

白
戸
栄
之
助
航
空
研
究
会
 

皿
（5
3)3
1
1
8
 久
保
 

ゆ
か
た
の
季
節
と
なり
ま
し
た
。
彩

扇
会
で
は
今
年
も
揃
い
の
ゆ
か
た
を
着
 

て
踊
り
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
 

8
回
ま
で
3
o
o
o円

の
う
え
お
気
軽
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

1
2回
ま
で
4
0
0
0
円
 

●

7
月
2
2日
同
 
1
2時
3
0分

5
 

※
ス
ポ
ー
ッ
安
全保
険
（
年5
o
o円
）
 

中
央
公
民
館
 
大
ホ
ー
ル
 

の
加
入
手
続
き
代
行
も
あ
り
ま
す
。
 

嗣
鳳
臓
町
回
ン
 

N
P
O
法
人
セ
ー
フテ
ィ
ネ
ッ
ト
 

あ
お
も
り
 m
ol
フ
（7
54
)2
71
1
 

福
制
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
を
擁

護
す
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
養
成
入
門
講
座
。
 

●

7
月
2
1日
田
 
1
0時

5
1
5時
3
0分

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
 

◇
受
講
料
 
一
般
 2
o
o
o円

会
員
 
1
0
0
0円
 

夏
休
み
に
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
。
 

走
る
こ
と
が
苦
手
で
も
大
丈
夫
。
ゲ

ー
 

ム
感
覚
で
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
ー
・
 

●

7
月
3
1日
、
8
月
1
日

・
2
日
・
3
 

日
・
7
日

・
8
日

・
9
日
・
1
0日
・
 

1
4日

・
1
5日
・
1
6日
・
1
7日
 

（
計1
2日
間
）
1
3時
3
0分

5
1
5時
 

三
輪
小
学
校
（
雨
天
時
は
体
育
館
）
 

◇
対
象
 
幼
児
・
小
学
生
 

◇
内
容
 
運
動
能
力
・
基
礎
体
力
向
上

◇
参
加
料
 
4
回
ま
で
N
o
o
o円
 

福
祉
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
養
成
講
座
 

夏
休
み
特
別
陸
上
教
室
 

五
所
川
原
陸
上
ク
ラ
ブ
 

皿
o
l
7
(7
2
6
)62
8
2
 

献
o
l
7（フ
8
1
)6
9
51
 

m
o
9o
(7
3
26
)
o
8
7
o
 

森
 

ク 

●

7
月
2
5日
困
 
1
9喝
、
2
1喝
 

施
設
内
特
設
祭
り
広
場
 

◇
イ
ベ
ン
ト
 
嘉
瀬
の
奴
踊
り

（
嘉
瀬

小
児
童
）
、
津
軽
三
味
線
演
奏
（
金

木
小
・
喜
良
市
小
児
童
）
、
嘉
瀬
の

奴
踊
り
、
金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
、
サ

ン
ト
ピ
ア
ホ

ー
ム
 
「
津軽
平
野
、
春

夏
秋
冬
5
」
、
盆
踊
り
大
会
（
参加

者
に
景
品
有
り
）
、
模
擬
店
 

五
所
川
原
甚
句
保
存
会
 

且
（3
4)7
5
0
4
 
山
本
 

大
東
ケ
丘
サ
ン
ト
ピ
ア

ホ
ー
ム
 
夏
祭
り
 

皿
（5
3)2
8
3
1
 

今
年
も
盛
大
に
盆
踊
り
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
事
前
に
講
習
会
も
行
い
ま
す
。
 

●

講
習
会
（
初
心
者
大
歓
迎
）
 

盆
踊

大
会
 り

（五
所
川
原
甚
句
）
 

・

講
習
会
 

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
と
し

た
初
心
者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。
 

●

8
月
3
日
、
1
0月
5
日
の
毎
週
金
曜

日
 
1
5時

、
1
7時

（若
干
、
日
程
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
 

◇
内
容
 
（
第1
回
）
パ
ソ
コ
ン入
門
、
 

（
第2
5
7
回
）
文字
入
力
と
文
書
作

成
、
（
第8
5
1
0回
）
表計
算
 

◇
霊
《
料
 
参加
費
（テ
キ
ス
ト
代
込
）
 

1
回
3
0
0円
。
参
加
回
数
を
選
ん

で
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

◇
定
員
 
5
人

（
先着
順
）
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
市
民
ゴ
ル
フ

コ
ン
ぺ
 
参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
市
民
ゴル
フ
愛
好
者
の
会

皿
（3
5)6
4
9
9
 神

献
（3
3)0
5
3
5
 

楠
美
家
住
宅
で津
軽
三
味
線

チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
 

七
和
地
域
住
民
協
議
会
 

皿
（
2
9)2
1
1
1
 

7
月
2
8日
山
 
1
7時

5
1
8時
3
0分
 

●
9
月
1
日
田
 
1
0時
ス
タ
ー
ト
 

・

7
月
2
9日
回
 
1
0時
3
0分

5
1
2時
 

八
甲
田
ビ
ユ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
 

・

7
月
3
0日
囲
 
1
0時
3
0分

、
1
2時
 

◇
競
技
 
1
8H
ス
ト
ロ

ー
ク
プ
レ
イ

エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ

ー
 
ス
タ
ジ
オ
 

※
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
す
べ
て
で
チ
ャ
 

※
事
前
申
込
み
不
要
。
受
講
無
料
。
 

リ
テ
ィ
を
行
い
ま
す
。
 

●

盆
踊
り
大
会
 

◇
参
加
料
（
懇
親
会
込）
 
5
o
o
o
円
 

・

8
月
1
7日
岡
1
8時
3
0分

5
2
0時
5
5分
 
プ

レ
イ
代
別
。
割
引
有
。
 

つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
内
特
設
会
場
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
 

※
参
加
無
料
。
出
演
者
全
員
に
景
品
が
 

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（F
A
X
)
 

あ
り
ま
す
。
1
7時
か
ら
参
加
受
付
。
 

が
必
要

（
ワ
ンパ
ー
テ
ィ
ー
申
込
可
）
。
 

生
活
に
便
利
さ
と
潤
い
を
‘
そ
し
て
、
 

ひ
と
工
夫
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
を
作
品
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
で
独
創
的
な

作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

◇
対
象
 
西
北
五
在
住
で
発
明
に
関
心

の
あ
る
方
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
3
1日
岡
 

作
品
は
9
月
7
日
国
ま
で
に
会
場
（
 

＊
小
・
中
・高
校
生
は
、
学
校
を
通
し

て
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

◇
作
品
展
示
 
9
月
8
日
田
1
9
日
⑩

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

歩
行
者
天
国
で
一
日
遊
ん
じ
ゃ
お
ー
 

●

7
月
2
1日
田
 
1
0時

、
1
5時

大
町
歩
行
者
天
国
 

◇
内
容
 
子
ど
も
市
、
ダ
ン
ス
甲
子
園
、
 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷

路
、
魔
女
の
森
、
作
っ
て
あ
そ
ぼ
、
 

な
ど
ア
ッ
プ
リ
ー
ト
く
ん
も
や
っ
て
 

く
る
ョ

ー
 

※
入
場
無
料
。
食
券
の
前
売
り
有
。
 

詳
細
は
 
「す
て
っ
ぷ
」
ま
で
。
 

×
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五
所
川
原
市
立
高
等
看
護

学
院
 
職
員
採
用
試
験
 

五
所
川
原
市
立
高
等
看
護
学
院
 

凪
（
3
4)2
7
1
5
 

歴
書
、
介
護
支
援

専
門
員
登
録
証
明

書
及
び
普
通
自
動

車
運
転
免
許
証
の
 

写
し
を
人
事

課
（
提
出
 

r 	 、 

' 

収納課 内線431 ---439 

固定資産税第2期 
国民健康保険税第1期の 
納期限です。 

忘れずに納めましよう。 

介護保険料第1期の
納期限です。 

忘れずに納めましよう。 

介護福祉課 内線273・ 276 
、 	 ノ 

) 

“消さないで あなたの心の 注意の火” 
問合せノ五所」~ 源地区消防事務組合消防本部 B35一2019（内線 25) 

区 分 
火 救 	急 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成19年 7 19 166 舶9 1 15 
平成18年 0 19 137 1032 4 23 
比 	較 7 0 29 △123 L3 t8 

五所I'原市 6月の火災、救急、救助出動件数（単位 

ニぐ災f・救急rn動概況 

金木総合支所・市浦総合支所の内線番号が変更になりました 
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☆試験案内及び受験申込書 
7 月17日因から、人事課並びに金木・市浦総合支所庶務係で配布します。 

☆受付期間 7月23日（月）~8月17日岡 
☆試験に関する問い合わせ及び申し込み 
市役所人事課 TEL35-21 11（内線411・412) 

試験職種 採用予定人員 受 	験 	資 	格 試験の日時・場所・内容 

上 	級 
一般事務 

2 名程度 

昭和 53 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、大学
若しくは大学院を卒業した者または平成 20 年 
3月に卒業見込みの者 

第1次試験 
☆日時 9 月 16 日（日） 午前 9時 
☆場所 五所川原市中央公民館 
☆内容 ①教養試験 

②事務適性検査 
③ー般性格診断検査 

第2次試験 
☆日時 	10 月 28 日（日）（予定） 
☆場所 五所川原市中央公民館 
☆内容 ①面接試験 

②作文試験 
③身体検査 

中 	級 
一般事務 

昭和 55 年4月 2 日から昭和 63 年 4 月1日まで
に生まれた者で、短期大学を卒業した者または
平成 20 年 3 月に卒業見込みの者（大学若しく
は大学院を卒業した者または平成 20 年 3 月に
卒業見込みの者を除く） 

初
一
 
級
務
 

般
 
事
 

昭和 55 年 4 月 2 日から平成 2 年 4 月 1日まで
に生まれた者で、高等学校を卒業した者または
平成 20 年 3 月に卒業見込みの者（短期大学、 
大学若しくは大学院を卒業した者または平成 20 
年3月に卒業見込みの者を除く） 

管栄
 
理

士
 

養
  

1 	名 
昭和 48 年 4 月 2 日以降に生まれた者で、管理
栄養士の免許を有する者 

保 健 師 2 名程度 
昭和 53年4月 2日から昭和 62 年4 月1日までに生
まれた者で、保健師の免許を有する者または平成 
20年 5 月 31日までに保健師免許取得見込みの者 

 

☆試験案内及び受験申込書 
7月17日因から、平日の勤務時間（8時30分～17時15分）に消防本部総務課、 
金木、市浦、中里、及び小泊消防署で配布します。 

☆受付期間 7月23日（月）~8月17日圏 
☆試験に関する問い合わせ及び申し込み 

消防本部総務課 TEL35-2019（内線25・42) 

平成19年度 

五所川原地区消防 
事務組合職員の募集 

 

試験職種 採用予定人員 受 	験 	資 	格 試験の日時・場所・内容 

(1）昭和 52 年 4 月 2 日から平成 2 年 4 月 1日 第1次試験 
までに生まれた者で高等学校卒業以上の学 ☆日時 9 月 16 日回 午前9時 
歴を有する者、または平成 20 年 3 月に卒 ☆場所 五所川原地域職業訓練センター 
業見込の者 ☆内容 ①教養試験 

(2）採用後、五所川原市に居住できる者 ②消防適性検査 
(3）身体が健全であること ③体力測定 

消防職 
(A)  6 名程度 (4）両眼（矯正視力含む）で 0.8 以上、かっ、 

一眼で 0.5 以上、色覚が正常であること 第2次試験 
(5）自動車運転免許の普通免許を所持している ☆日時 10 月 21日回（予定） 

者、または採用の日までに普通免許の取得 ☆場所 働く婦人の家 
が可能な者（ただし、平成 20 年 3 月に高 ☆内容 ①面接試験 
等学校卒業見込の者は、採用後1年以内に ②作文試験 
普通免許取得見込の者）で採用後、大型免 
許を取得可能な者 

(1）救急救命士の資格を有する者若しくは救急 第1次試験 
救命士養成専門学校卒業（平成 20 年 3 月卒 ☆日時 9 月 16 日（日） 午前 9時 
業見込含む）の者、または高等学校卒業以上 ☆場所 五所川原地域職業訓練センター 

（平成 20 年 3 月卒業見込含む）の学歴を有し ☆内容 ①教養試験 
採用後救急救命士養成研修所に入所可能な者 ②消防適性検査 
で、昭和 56 年 4 月 2 日以降に生まれた者 ③体力測定 

消防職 
(B)  若 干 名 

(2）採用後、中泊町に居住できる者 

(3）身体が健全であること 第2次試験 

(4）両眼（矯正視力含む）で 0.8 以上、かっ、 ☆日時 	10 月 21日（日）（予定） 
一眼で 0.5 以上、色覚が正常であること ☆場所 中里消防署 

(5）自動車運転免許の普通免許を所持している者、 ☆内容 ①面接試験 

または採用の日までに普通免許の取得が可能 ②作文試験 

な者（ただし、平成 20 年 3 月に高等学校卒業 
見込の者は、採用後1年以内に普通免許取得 
見込の者）で採用後、大型免許を取得可能な者 
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「雪柳」1948(昭和23)- 1949（昭和24）年 

l涛腐の伊東深水蝿 
～山田春雄コレクションから～ 

7/26.*b0/21 
当市出身で東京近郊に在住の方々で組織する「わ・

五所川原会」の会長・山田春雄氏のご厚意により、同

氏のコレクションの中から、美人画で知られる伊東深

水の素描から本画（未公開・未発表作品を含む）約 

200点を一堂に展示します。 

主 催 五所川原市、五所川原市教育委員会 

会 場 立侵武多の館 2階美術展示ギャラリー 

9時～17時（ギャラリーへの入館は16時30分まで） 
※初日の7月26日は、セレモニーのためー般公開が

正午からとなります。 
観覧料 大人・大学生300円 

(20名以上の団体は270円） 

※―人でも多くの青少年に”本物”にふれる機会をも

っていただきたいとの主旨により、高校生以下は

無料となっています。 

市教育委員会生涯学習課 

正[53-2111 内線3323・3324 

ホノルルにて（40.6 X 52.6) ベニス（47.5 x 32.0) 南方風俗（1 12.9X 127.0) 

ウォーキングツアーを開催します。ウォーキングで疲れ 

た後に、海遊館のプールで癒されてみませんか？ 

どなたでも参加できます。友達連れ・家族連れ大歓迎， 
小雨決行、雨天中止。 

◇日 時】7月22日（日） 8時30分～（要予約） 
◇場 所】市浦地区（約8km) 
◇持ちもの：昼食、水着、バスタオル、フエイスタオ 

ル（レンタルもあります） 

※当日は、動きやすい靴・服装でお越しください。 

◇参加費：大人2,000円、子供L500円 

（参加者は当日し～うらんど海遊館もご利用いた 

だけます） 

◇申込締切】7月20日（斜か定員100名になり次第 

応募方法はし～うらんど海遊館まで TEL27-7373  

圏 書館からのお知らせ TEL 34-4334 

◆夏休み子どもの集い 

「おりがみで金魚ねぶたを作ろう」 

、日 時】7月25日（因 10時～12時 

◇場 所】市立図書館 2階 閲覧室 

※自由参加（材料、その他、図書館で用意） 

夏の交通安全県民運動実施 
7月21日（土）~31日（火）のれ日間 

運動の重点 

1 子どもと高齢者の交通事故防止 

2 自転車の安全利用の推進 

3 飲酒・暴走運転の根絶 

自勢I! 責, ク'J ,麹握逝llぼ がライハー 

タ常れ時の早め点灯そり推進’ 

五所川原市交通安全対策協議会。五所川原警察署 

五所川原市役所 容35-211 1 平成 19年 7月 15日 10 
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健康推進課からあ、 
お知らせ 

内線223・224・225 

腸炎ビブリオ食中毒情報 

夏は食中毒が多発する季節。腸炎ビブリオの特徴
は、海水温・気温の上昇に伴い、生の魚介類に菌が
付着し、長時間の室温放置などで増殖します。低温 
（冷蔵庫内）、真水（水道水）に弱いのが特徴です。 

食中毒防止のためのチェックをしてみましょう。 

チェック1 食品購入時 

ロ表示を確認して買う。 

ロ魚介類は最後に買い、寄り道などせず帰宅する。 

チェック2 家庭での保存 

ロ魚介類を持ち帰ったら、すぐに冷蔵庫、冷凍庫 

に入れる。 

ロ汁が漏れないよう密閉容器などに入れる。 

チェック3 調 理 

ロ他の食品を汚染させないよう専用の包丁、まな 

板などを使用する。 

ロ魚介類は、水道水の流水で充分に洗浄する。 

ロまな板などは、洗浄後、さらに熱湯で消毒する。 

チェック4 食 事 

ロ調理後の食品はすぐ食べ、刺身などは冷蔵庫か

ら出してから2時間以内に食べる。 

ロ会食などで出された料理、特に刺身など絶対に

持ち帰らないようにする。 

こころの相談窓ロ 
◇日 時：8月7日因 13時～14時 
◇場 所：市役所北棟2階 相談室 
◇対 象】眠れない日が続いている、憂うつな気分が 

続くといった相談のある市民 
◇申込み】相談日前日までに電話予約 

※精神保健福祉手帳等、福祉サービスに関する相談は、 
家庭福祉課（内線245）で対応しています。 

定期予防接種実施医療機関 
受付時間の変更 

「田町小山クリニック TEL34-3431」の予防接種時間
が変更となりましたのでお知らせいたします。 

受付時間 	1 ~ 	備 	考 

午前 9 :  00  - 	12  :  00 日／午後休診 
日受付／ 9: 00 - 	12: 00 

午後 2:00 - 	6:00 1 2:00- 5:00 

翻 旦 者のつ 参加者募集 
日頃気づかぬうちにたまっている介護疲れ、ストレ 

ス等…。このつどいに参加し、少しでもさっぱりし、 
元気になりませんか。 
◇日 時】7月31日因 9時～15時 
◇場 所】働く婦人の家・保健センター五所川原 
◇対 象】市内に居住する現在介護に関わっている方 
◇内 容】介護相談・健康相談 

心とからだのリラクゼーション（保健師） 
懇談「私の介護体験」 

◇持参するもの】昼食、飲み物、バスタオル 
◇申込締切 7月20日岡 

ノぐスタオル 
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あts 1も 
作りて酵ませ肩趣 

健 康 推 進 課 公35-2111 （内線223・224・225) 
保健センター市浦 B27-7733 

五所川原市食生活改善推進員会 

~）～エコクッキング～ 

※このメニューでは、大根やにんじん、ごぼ
うは皮ごと利用します。通常は剥いて捨て
てしまいますが、食べられるところなので
生ゴミを減らしてみるのはいかがでしょう
か。むしろ、ごぼうなどは皮に近い方が香
りが強くて美味しい為、プ口の料理人には
皮に近い部分しか使わない人もいます。今
―度、食材の“普段は捨てている部分” 
を見直してみましょう。 

ユ
 

	ノ 

く  みんなの健康相談室 ） 
生活習慣病や、肥満解消、介護予防など体に関する

こと、ストレスや心の相談などに保健師が応じます。 
健康手帳をお持ちの方は、ご持参ください。 

地区 開催場所 開催日 開催時間 

五
所
川
原
 

コミュニテイセンター飯詰 7 月 19 日困 10:30 - 	12:00 
田川集会所 7 月 20 日囲 10:30~ 12:00 
北新集会所 7月 20 日囲 12:30 - 	13:30 
しきしまコミュニテイセンター 7月 23 日囲 13:00 - 	15:00, 
沖飯詰集会所 7月 23 日（月） 10:30 - 	12:00 
富士見コミュニテイセンター 7 月 25 日困 10:30~ 12:00 
コミュニテイセンター梅沢 7 月 25 日困 10:30 - 	12:00 
中泉集会所 7 月 26 日困 13:00 - 	14:00 
姥落集会所 7 月 27 日（飼 10:30 - 	12:00 
コミュニテイセンター中川 7 月 27 日（個 10:30~ 12:00 
コミュニテイセンター七和 7 月 27 日囲 11:30 - 	13:00 
毘沙門・長富コミュニテイセンター 7 月 27 日（斜 10:30 - 	12:00 
みなとコミュニテイセンター 7 月 30 日囲 10:00 - 	12:00 
高野文化センター 7 月 31日因 10:00 - 	12:00 

金
木
 

嘉瀬コミュニテイ消防センター 7 月 17 日因 10:00 - 	11:00 

C 乳 幼 児 健 診 ） 
◆内 容・・・小児科診察、歯科診察（1歳 6 か月・ 3 

歳児）、尿・耳・目の検査（ 3歳児）、身

体計測、発達相談、離乳食のお話（4 か

月児）等 

◆受付時間・・・12 】 00 - 12 】 30 
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

4健
 
か

診
 

I
 

日
し
  

8月 7 日 

(刈 
生き活きセンター 

平成 19 年 3 月生まれ
全地区 

1歳 6 か月児
健診 

月
く
 

2
8
 

日
 

生き活きセンター 平成 18 年 2 月生まれ
全地区 

3 歳児 
健診 

8 月 23 日 
(村 

生き活きセンター 平成 16 年 2 月生まれ
全地区 

〈お願い〉健診に来られない場合、すでに健診を受診した場
合等は、健康推進課にご連絡ください。 3 歳児健診につい

ては個別に事前通知します。 

く  エンゼル相談（母子相談）う 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽

しさや悩みを話してみませんか。各地区の開催日は、 

いずれの会場のご利用も可能ですので、お気軽におい
でください。 

◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル 

日 	時 実施場所 内 	容 

8月 1ll」く・四日困 
10 】 00 - 12 : 00 
13 : 00 - 	15 : 00 

※ 29日午後は予約が必要 
※子育てサロン同時開催 

生き活きセンター ・各月齢での成長（身
体計測）、発達の確
認、育児、遊び、栄
養（離乳食）の相談 
・子育て等に関する勉
強会、情報交換 

8月 9 日困 

10 : 00 - 	12 : 00 
※子育てサロン同時開IlI 

保健センター 

金木 

8 月 22 日困 
10 : 00 - 12 : 00 

保健センター 

市浦 

古紙配合再生紙使用 

1人分 77kcaI 塩分 1 .3g 

■材料（4人分） 
大根 	 160 g 油揚げ 	16g 
にんじん 	60 g 油…小さじ 1と 1/2 
ごぼう 	60 g 水 	5カップ 
わらび水煮 	80 g 煮干 	20 g 
ぜんまい水煮・・・80 g だし昆布 	8g 
ふき水煮 	80 g 味噌 	40 g 
干し椎茸 	4g 

■作り方 
①大根、にんじん、ごぼう、水で戻しておいた

干し椎茸は 5m位のさいの目に切り、わらび、 
ぜんまい、ふきは 5m位に切る。 

②鍋に油を熱し、材料を入れて軽く妙めたら、 
煮干と刻んだ昆布、分量の水でとっただし汁
を加えて煮る。 

③具が軟らかくなったら味噌を加える。 

（  献血のこ案内（バス巡回）) 
期 	日 時 間 場 	 所 

8月 	1 日（水） 
9:30 - 	11 :30 白生会胃腸病院 

13:30 - 	15 :30 株式会社エノモト津軽工場 

8月 21 日（火） 
（成分献血） 

9:30 ~ 14 :30 保健センタ一五所川原 

※成分献血は人数に制限があります。ご協力いただける方は 
8 月 14 日までに健康邦進課へご連絡ください。 

~い醜I  農、Iミ旦 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話  

7月16日 月 健生五所川原診療所 ―ッ谷 508 - 7 35 - 2542 

7月22日 ［
ロ
 

瀬川内科クリニック 松島町 1 - 79 33 - 0202 

7月29日 ［
ロ
 

っしまクリ二ック 下り枝 2-1 38 一 3456 

※ 1. 対応時間（電話で確認）9 時から 17 時まで 
2．その他、消防署（救急病院紹介合34-4999) でも紹介します。 
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